
永島会長の力強い呼びかけのもと、ガンバロー三唱によって、中
央委員会に集まった仲間達全員で心合わせを行った

中央委員会のすべての議事を終え、
「かわい 昭成」組織内候補（写真左）
と力強い握手を交わす永島智子会長

写真上は、組合主催の社会貢献
活動として、琵琶湖のヨシ刈り
をした際の一枚。組合役員時代
から地元滋賀を愛し、さまざま
な活動を行っている。下は、県
議時代、国民民主党の仲間の市
議選を応援する河井氏

全議案を満場一致で決定した（写真
上）。下は、ロビーでの「核兵器廃絶」
「北朝鮮による拉致被害者の救出」
それぞれの署名の呼びかけの様子

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
22
日
、
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
で
第
14
回
中
央
委
員
会
を
開
催
。
上
程

し
た
全
議
案
を
満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。本
中
央
委
員
会
に
出
席
し
た
中
央
委
員
・

特
別
中
央
委
員
・
役
員
は
６
２
５
名
（
う
ち
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席
30
名
。
傍
聴
用

に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
も
実
施
）
。
締
め
く
く
り
に
は
、

永
島
智
子
会
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
第
51
回
衆
議
院
議
員
選
挙
、

を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

２
０
２
６
労
働

条
件
闘
争
の
必
勝

賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ
を 

日
本
全
体
に
波
及
さ
せ
る

　

今
季
最
長
と
言
わ
れ
る

強
い
寒
波
の
影
響
の
も

と
、
全
国
各
地
で
大
雪
が

観
測
さ
れ
る
な
か
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
は
22
日
午
後
、

第
14
回
中
央
委
員
会
を
開

催
。
雪
の
影
響
で
一
部
代

議
員
ら
が
急
き
ょ
Ｗ
ｅ
ｂ

出
席
に
切
り
替
え
る
な
ど

「
か
わ
い 

昭
成
」を 

組
織
内
候
補
に

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
、
本

中
央
委
員
会
の
な
か
で
臨

時
中
央
執
行
委
員
会
を
開

催
し
、
第
51
回
衆
議
院
議

員
選
挙
に
お
け
る
組
織

内
・
外
の
推
薦
候
補
を
決

定
し
ま
し
た
（
推
薦
候
補

の
混
乱
は
あ
っ
た
も
の

の
、
代
議
員
、
特
別
代
議

員
、
役
員
ら
６
２
５
名
の

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
に

言
及
。
「
短
い
選
挙
戦
だ

が
、
働
く
者
の
目
線
に
立

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇

　

冒
頭
、
永
島
智
子
会
長

は
挨
拶
の
な
か
で
、
翌
23

日
に
高
市
早
苗
総
理
大
臣

に
よ
っ
て
衆
議
院
が
解
散

さ
れ
、
直
ち
に
第
51
回
衆

議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ

つ
政
策
実
現
へ
向
け
て
、

や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や

り
切
り
た
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
永
島
会

長
は
２
０
２
６
労
働
条
件

闘
争
に
つ
い
て
、
「
実
質

賃
金
の
上
昇
を
定
着
さ

せ
、
社
会
全
体
に
賃
上
げ

組
合
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
力
強
い
決

意
を
述
べ
ま
し
た
（
挨
拶

要
旨
は
２
面
参
照
）
。

　

そ
の
後
、
西
尾
多
聞
書

記
長
が
「
一
般
報
告
」
を

実
施
。
「
２
０
０
万
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
を
展
望
し
た
積

続
的
な
賃
上
げ
」
「
短
時

間
組
合
員
に
関
わ
る
運
動

面
・
政
策
面
の
取
り
組
み

の
推
進
」
「
政
策
実
現
と

組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
り

向
上
す
る
政
治
活
動
の
充

実
・
強
化
の
取
り
組
み
」

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

　

こ
の
ほ
か
、
第
２
号
議

案
「
介
護
産
業
政
策
」
、

第
３
号
議
案
「
特
別
中
央

執
行
委
員
の
選
出
」
に
つ

い
て
審
議
し
、
こ
れ
ら
３

議
案
の
す
べ
て
を
満
場
一

致
で
決
定
し
ま
し
た
（
各

議
案
の
詳
細
は
３
面
参

照
）
。

第
51
回
衆
議
院
選
挙
に 

「
か
わ
い
昭
成
」
擁
立

　

ま
た
、
本
中
央
委
員
会

　

こ
の
ほ
ど
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

は
従
来
の
地
方
議
員
の
区
分

「
組
織
内
」
「
準
組
織
内
」
に

つ
い
て
「
組
織
内
」
「
パ
ー
ト

ナ
ー
」
へ
と
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
現
時
点
ま
で
の
中
間
地
方

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
徳
島
県
鳴
門
市
議
会
議
員

選
挙
（
昨
年
11
月
23
日
投
開

票
・
定
数
20
名
）
＝
黒
島
宏
美

氏
（
組
織
内
・
40
歳
・
新
人
）

が
１
２
９
０
票
で
当
選
▽
山
口

県
柳
井
市
議
会
議
員
選
挙
（
昨

年
12
月
７
日
投
開
票
・
定
数
16

名
）
＝
藤
沢
宏
司
氏
（
パ
ー
ト

ナ
ー
・
62
歳
・
９
期
）
が
９
１

１
票
で
当
選
▽
三
重
県
津
市
議

会
議
員
選
挙
（
本
年
１
月
25
日

投
開
票
・
定
数
30
名
）
＝
吉
田

博
康
氏
（
パ
ー
ト
ナ
ー
・
46

歳
・
２
期
）
が
３
１
４
１
票
、

伊
藤
哲
也
氏
（
パ
ー
ト
ナ
ー
・

57
歳
・
１
期
）
が
２
３
４
４
票

で
そ
れ
ぞ
れ
当
選
。

出
席
に
よ
り

中
央
委
員
会

を
開
会
す
る

る
」
こ
と
な

ど
を
示
し
ま

し
た
。

を
波
及
さ
せ
る
正
念
場
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
持
つ
力

と
責
任
を
意
識
し
、
加
盟

極
的
な
仲
間
づ
く
り
と
つ

な
が
り
強
化
」
「
日
本
経

済
の
好
循
環
へ
向
け
た
持

し
た
（
２
面
参
照
）
。

　

続
い
て
、
西
尾
書
記
長

は
、
第
１
号
議
案
「
２
０

２
６
労
働
条
件
闘
争
方

針
」
を
提
起
。
正
社
員
組

合
員
の
要
求
基
準
に
つ
い

て
、
「
賃
金
体
系
が
維
持

さ
れ
て
い
る
組
合
は
体
系

維
持
分
に
加
え
４
％
、
賃

金
体
系
が
維
持
さ
れ
て
い

な
い
組
合
は
６
％
に
、
格

差
是
正
分
を
１
％
程
度
加

え
て
賃
金
を
引
き
上
げ

で
は
、
翌
23
日
の
衆
議
院

の
解
散
表
明
を
受
け
、
臨

時
中
央
執
行
委
員
会
を
開

催
（
別
項
参
照
）
。
「
１

月
27
日
公
示
・
２
月
８
日

投
開
票
」
で
実
施
さ
れ
る

第
51
回
衆
議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
滋
賀
県
第
１

区
の
河
井
昭
成
氏
を
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
組
織
内
候
補
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
（
本
人
の
決
意
表
明
や

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
は
左

項
参
照
）
。
ま
た
準
組
織

内
、
重
点
候
補
、
組
織
外

候
補
の
推
薦
を
決
め
ま
し

た
（
４
面
参
照
）
。

◇

　

中
央
委
員
会
の
最
後

に
、
永
島
会
長
は
「
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
１
９
４
万
名
の

力
を
結
集
し
、
第
51
回
衆

議
院
議
員
選
挙
お
よ
び
２

０
２
６
労
働
条
件
闘
争
に

お
い
て
、
必
ず
勝
利
を
掴

み
取
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

実
施
し
、
心
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。

実質賃金の上昇を定着させ、実質賃金の上昇を定着させ、
� 日本経済を再浮上させる正念場� 日本経済を再浮上させる正念場

第14回 中央委員会第14回 中央委員会

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
力
を
衆
院
選・労
働
条
件
闘
争
に
結
集

“
働
く
者
の
立
場
で
未
来
を
考
え
、行
動
”

一
覧
は
４
面
参
照
）
。

　

こ
の
う
ち
、
川
端
達
夫

元
組
織
内
衆
議
院
議
員
が

20
年
以
上
議
席
を
守
っ
て

き
た
「
滋
賀
１
区
」
に
お

い
て
、
組
織
内
滋
賀
県
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
す
る

河
井
（
か
わ
い
）
昭あ

き
な
り成

氏
初
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
期
に
わ

た
る
市
議
の
経
験
を
生
か

し
、
２
０
１
９
年
に
は
滋

賀
県
議
会
議
員
に
挑
戦
。

見
事
当
選
を
果
た
し
、
地

域
に
お
い
て
働
く
仲
間
の

声
を
届
け
る
政
策
実
現
に

を
組
織
内
候

補
と
す
る
こ

と
を
決
定
し

仲
間
一
人
ひ

と
り
が
働
い

て
得
ら
れ
る

ま
し
た
。

　

河
井
氏
は
東
レ
労
働
組

合
滋
賀
支
部
で
支
部
役
員

を
務
め
た
後
、
２
０
１
１

年
に
大
津
市
議
会
議
員
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
の
現
場
の
声
を 

国
政
に
届
け
た
い

　

本
中
央
委
員
会
の
終

　

河
井
氏
は
、
挨
拶
の
な

か
で
、
県
議
会
議
員
と
し

て
活
動
す
る
な
か
で
、
働

く
仲
間
や
地
域
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
に
ふ
れ
、

賃
金
で
、
豊
か
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
声
を

国
政
に
し
っ
か
り
と
届

盤
、
滋
賀
県
か
ら
、
河
井

氏
本
人
が
駆
け
つ
け
、
檀

上
で
決
意
表
明
を
行
い
ま

し
た
。

「
著
し
い
物
価
上
昇
の
も

と
、
『
支
援
が
な
い
と
生

活
が
苦
し
い
』
と
い
う
声

が
増
え
た
。
私
は
、
働
く

け
、
社
会
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
こ
れ
を
実
現
し
て
い
き

た
い
」
と
、
力
強
く
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

河
井
組
織
内
候
補
の
力

強
い
決
意
表
明
を
受
け

て
、
永
島
会
長
は
「
今
回

の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
政

権
の
形
を
変
え
る
可
能
性

を
持
つ
選
挙
。
私
達
が
、

み
ず
か
ら
の
投
票
行
動
を

つ
う
じ
て
『
よ
り
良
い
未

来
』
を
築
く
た
め
に
、

『
か
わ
い 

昭
成
』
候
補

の
必
勝
に
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

“
私
達
の
投
票
行
動
を
つ
う
じ
て
、

“
私
達
の
投
票
行
動
を
つ
う
じ
て
、

��

よ
り
良
い
未
来
を
築
こ
う
〟

よ
り
良
い
未
来
を
築
こ
う
〟

滋
賀
１
区
に
「
か
わ
い

滋
賀
１
区
に
「
か
わ
い  

昭
成
」を
擁
立

昭
成
」を
擁
立
第 5 1 回
衆 院 選

臨時中執臨時中執

中
間
地
方
選
挙
で
４
氏
当
選

中
間
地
方
選
挙
で
４
氏
当
選

次
号
は
２
月
13
日
号
の
発
行
と

な
り
ま
す
。

お知お知
らせらせ

河井 昭成
プロフィール

かわい　あきなり。1973
（昭和48）年7月生まれ。
52歳。滋賀県大津市在住。
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挙で初当選し2期活動。
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（2期）、政策実現に尽力。
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私
達
の
政
策
実
現
に
は 

組
織
内
議
員
が
不
可
欠

　

現
在
、
世
界
各
国
の
政

治
情
勢
を
見
る
と
、
い
わ

ゆ
る
「
右
傾
化
」
が
強
い

ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
お

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
以

前
の
世
界
を
彷
彿
さ
せ
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
情
勢
の
先
行
き
は

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て

お
り
、
重
大
な
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
目

を
向
け
る

と
、
昨
年
10

い
ま
す
。「
私

達
の
持
つ
責

任
は
大
変
大

月
に
高
市
早
苗
政
権
が
発

足
す
る
と
と
も
に
、
少
数

政
党
が
乱
立
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
多
党
化

の
流
れ
が
強
ま
る
な
か
、

自
民
党
と
公
明
党
は
連
立

を
解
消
。
そ
の
後
、
閣
外

協
力
と
い
う
形
で
、
日
本

維
新
の
会
と
連
立
を
組

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
突

如
、
「
高
市
早
苗
総
理
大

臣
が
通
常
国
会
冒
頭
で
衆

議
院
を
解
散
す
る
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
突
然
の
衆

議
院
解
散
へ
向
け
た
動
き

が
加
速
す
る
な
か
で
、
公

明
党
と
立
憲
民
主
党
は
、

る
金
利
政
策
に
つ
い
て
、

賃
上
げ
の
動
向
を
見
て
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

「
賃
上
げ
と
経
済
成
長

の
好
循
環
」
が
定
着
で
き

る
か
ど
う
か
は
２
０
２
６

闘
争
の
結
果
に
か
か
っ
て

に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
課

題
で
す
。　

　

製
造
産
業
部
門
で
は
通

算
６
回
に
わ
た
っ
て
、「
価

告
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
報
告
か
ら
は
、
価
格
交

渉
の
難
し
さ
と
と
も
に
、

「
労
務
費
分
は
自
社
の
企

業
努
力
で
吸
収
す
べ
き
」

と
い
う
慣
習
が
根
強
く
残

て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
６
闘
争
は
、
実

質
賃
金
１
％
程
度
の
上
昇

を
定
着
さ
せ
、
賃
上
げ
の

社
会
的
流
れ
を
け
ん
引
す

べ
き
闘
争
で
す
。
よ
り
高

と
と
も
に
行
い
ま
す
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
全
体
で 

昨
年
以
上
の
賃
上
げ
を

　

こ
れ
か
ら
数
年
、
数
十

年
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に

「
雇
用
の
維
持
・
拡
大
」

「
企
業
の
成
長
発
展
」
に

つ
な
が
る
と
、
私
は
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
と
働
く
者
の

生
活
を
再
浮
上
さ
せ
る
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
解
決
へ
向
け
て
、

加
盟
組
合
、
都
道
府
県
支

部
・
部
門
・
本
部
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小

企
業
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
賃
上
げ
が

進
ま
な
け
れ
ば
、
「
賃
上

げ
と
経
済
成
長
の
好
循

環
」
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら

「
下
請
法
」
が
「
中
小
受

託
取
引
適
正
化
法
（
取
適

法
）
」
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
対
象

企
業
の
拡
大
や
「
協
議
に

応
じ
な
い
一
方
的
な
代
金

決
定
」
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、
規
制
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
と

し
て
も
、
価
格
転
嫁
へ
向

け
た
労
使
協
議
を
推
進
し

い
目
標
を
掲
げ
、
ハ
ー
ド

ル
を
越
え
る
組
合
が
あ
っ

て
こ
そ
、
平
均
値
が
上
が

り
、
他
の
加
盟
組
合
に
も

賃
上
げ
が
広
が
り
ま
す
。

　

今
次
闘
争
に
お
い
て
も

す
べ
て
の
加
盟
組
合
が
闘

争
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

部
会
・
業
種
・
地
域
の
共

闘
体
制
を
強
化
し
、
各
組

合
の
交
渉
の
積
み
上
げ
を

共
有
、
深
化
さ
せ
、
最
大

限
の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ

と
を
目
ざ
し
ま
す
。ま
た
、

加
盟
組
合
の
交
渉
の
下
支

え
と
し
て
、
政
府
・
地
方

自
治
体
に
対
し
て
、
賃
上

げ
へ
向
け
た
環
境
整
備
を

求
め
る
要
請
を
組
織
署
名

賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
裏
づ
け

と
な
る
生
産
性
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
私
達

は
そ
の
必
要
性
を
認
識

し
、
「
生
産
性
三
原
則
」

に
も
と
づ
い
て
労
使
協
議

に
臨
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
「
生
産
性
三
原

則
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の

順
序
を
読
み
替
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
成
果
の
公
正
分
配
」

を
「
人
へ
の
投
資
」
と
置

き
換
え
、
最
優
先
と
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
「
労
使
協
議
」
を
真

ん
中
に
据
え
る
こ
と
は

は
、
安
定
的
で
緩
や
か
な

物
価
上
昇
と
、
そ
れ
を
上

回
る
賃
上
げ
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
づ

け
と
な
る
生
産
性
向
上
、

経
済
の
好
循
環
を
な
ん
と

し
て
も
実
現
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
好
循
環
」
を
中
長
期

的
に
継
続
す
る
た
め
に

は
、
賃
上
げ
を
各
労
使
の

交
渉
の
み
に
委
ね
る
の
で

は
な
く
、
社
会
的
な
賃
上

げ
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
政
労
使
の

枠
組
み
に
加
え
、
産
官
学

も
含
め
、
あ
る
べ
き
日
本

の
賃
金
水
準
の
実
現
へ
向

け
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

き
い
」
と
う
い
う
こ
と
を

改
め
て
皆
さ
ん
と
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
物
価
上
昇
を
上

回
る
賃
上
げ
を
求
め
、
２

０
２
３
闘
争
以
降
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

物
価
上
昇
が
急
激
に
進
む

な
か
で
、
結
果
と
し
て
実

質
賃
金
は
３
年
連
続
で
下

落
し
続
け
、
個
人
消
費
も

依
然
と
し
て
停
滞
し
て
い

ま
す
。

実
質
賃
金
の
下
落
に 

歯
止
め
を
か
け
る
闘
い

　

日
本
全
体
の
経
済
動
向

や
企
業
動
向
に
鑑
み
て
も

実
質
賃
金
の
低
下
は
異
常

な
状
態
で
す
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
運
動
に 

一
層
の
参
加
・
参
画
を

　

西
尾
多
聞
書
記
長
が
一

般
報
告
を
行
い
、
昨
年
９

月
の
第
14
回
定
期
大
会
以

降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

　

こ
の
原
因
に
は
、
日
本

の
経
済
構
造
に
大
き
な
問

題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
２

点
の
課
題
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、人
材
不
足
、

と
く
に
介
護
分
野
は
深
刻

で
す
。
私
達
は
「
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
待
遇
改
善
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

介
護
や
医
療
、医
薬
品
・

医
療
機
器
製
造
な
ど
、
社

会
保
障
分
野
で
は
、
そ
の

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
商

品
が
公
定
価
格
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険

料
負
担
の
増
加
を
抑
制
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
分
野
で
働
く
人
が
い

な
く
な
り
、
事
業
が
継
続

で
き
な
く
な
る
の
で
は
本

末
転
倒
で
す
。

　

二
つ
目
は
取
引
上
の
立

場
が
弱
い
中
小
企
業
で
、

労
務
費
を
中
心
と
し
た
コ

ス
ト
上
昇
分
を
取
引
価
格

援
す
る
候
補
者
全
員
の
必

勝
を
目
ざ
し
、
や
れ
る
こ

と
を
全
力
で
や
り
切
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

と
く
に
、
今
回
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
元
組

織
内
衆
議
院
議
員
の
川
端

達
夫
先
輩
が
議
席
を
守
っ

て
き
た
滋
賀
１
区
に
東
レ

日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回

復
傾
向
を
維
持
し
、
前
向

き
に
動
き
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、
日
本
経
済
の
安
定

的
成
長
へ
向
け
た
最
大
の

課
題
は
、
今
次
闘
争
に
お

い
て
高
い
賃
上
げ
を
実
現

し
、
そ
の
効
果
を
労
働
組

合
の
な
い
企
業
な
ど
、
日

本
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
社
会
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
い
ま

す
。
政
府
も
骨
太
方
針
に

「
１
％
の
実
質
賃
金
上
昇

を
賃
上
げ
の
ノ
ル
ム
（
社

会
習
慣
）
と
す
る
」
と
明

記
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
銀
行
も
円

安
の
主
要
因
と
な
っ
て
い

「
中
道
改
革
連
合
」
を
結

成
し
、
与
野
党
は
選
挙
モ

ー
ド
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

国
内
外
の
課
題
が
山
積

す
る
な
か
、
こ
の
「
大
義

な
き
解
散
」
に
対
し
て
、

い
ま
私
達
が
で
き
る
こ
と

は
、
国
民
民
主
党
の
候
補

者
や
こ
れ
ま
で
支
援
し
て

き
た
候
補
者
を
一
人
で
も

多
く
当
選
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
「
働
く
者
の
た
め
の

政
策
を
実
現
で
き
る
政
党

が
政
権
を
担
う
べ
き
」
と

い
う
考
え
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
投
開

票
日
ま
で
に
、
私
達
が
支

２
０
２
８
年
実
施
の
第
28

回
参
議
院
議
員
選
挙
、
２

０
２
７
年
の
統
一
地
方
選

挙
へ
向
け
た
活
動
を
本
格

化
さ
せ
る
年
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
地
域
に
は
１

０
８
名
の
組
織
内
議
員
が

い
ま
す
。
私
達
の
産
業
や

職
場
を
良
く
す
る
政
策
実

現
に
は
組
織
内
議
員
の
存

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

賃
上
げ
と
経
済
成
長
の 

好
循
環
を
定
着
さ
せ
る

　

２
０
２
６
労
働
条
件
闘

争
に
つ
い
て
、
懸
念
材
料

は
あ
り
ま
す
が
、
総
じ
て

み
、
「
自
維
政
権
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
の
一
方
で
、
国
民

民
主
党
は
政
策
実
現
を
最

優
先
に
、
看
板
政
策
で
あ

っ
た
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率

の
廃
止
や
基
礎
控
除
額
の

１
７
８
万
円
へ
の
引
き
上

げ
な
ど
を
自
民
党
と
合

意
。
働
く
者
の
手
取
り
を

増
や
す
政
策
の
実
現
が
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
１
月
23
日
か
ら

は
、
通
常
国
会
が
召
集
さ

第51回衆議院議員選挙および2026労働条
件闘争へ向けた決意を語る永島智子会長

労
働
組
合
出
身
で

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
職

員
の
「
か
わ
い 

昭あ
き
な
り成
」
組
織
内
滋

賀
県
議
会
議
員
が

挑
戦
し
ま
す（
１
・

４
面
参
照
）。な
ん

と
し
て
も
議
席
を

奪
還
す
る
た
め
、

全
力
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は

格
転
嫁
の
状

況
等
に
関
す

る
調
査
報

べ
き
で
す
。

今
後
、
政
策

的
な
提
言
も

た
。

◇

　

冒
頭
、
西

尾
書
記
長
は

西
尾
書
記
長

こ
れ
ま
で
に
新
加
盟
10
組

合
７
８
０
名
、
企
業
内
拡

大
６
組
合
３
４
５
名
の
仲

間
が
増
え
た
こ
と
を
示
す

と
と
も
に
、
社
会
的
責
任

と
し
て
引
き
続
き
組
織
拡

大
に
取
り
組
む
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

続
い
て
、
持
続
的
な
賃

上
げ
に
言
及
。２
０
２
４
・

２
０
２
５
年
と
２
年
間
連

続
で
物
価
上
昇
を
上
回
る

賃
上
げ
を
実
現
し
た
こ
と

を
報
告
。
一
方
で
依
然
と

し
て
実
質
賃
金
が
下
落
し

続
け
て
い
る
現
状
を
ふ
ま

え
、
継
続
し
て
社
会
的
な

賃
上
げ
の
流
れ
を
け
ん
引

す
る
と
提
起
し
た
。

　

短
時
間
組
合
員
に
つ
い

て
は
、
運
動
・
政
策
の
両

面
か
ら
「
す
べ
て
の
労
働

者
が
公
平
で
、
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
」
を

展
開
。
組
織
内
・
パ
ー
ト

ナ
ー
議
員
と
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
政
策
・
制
度

要
求
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
述
べ
た
。

働
く
仲
間
の
ニ
ー
ズ
を 

捉
え
た
運
動
を
展
開

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
西
尾

書
記
長
は
共
済
加
入
活
動

に
つ
い
て
、
「
住
宅
あ
ん

し
ん
共
済
」「
介
護
共
済
」

な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た

共
済
の
団
体
加
入
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
や
女
性
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
へ
向

け
た
女
性
委
員
長
・
組
合

長
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
際
運
動
で

は
、
青
年
の
参
画
率
を
意

識
し
た
活
動
を
検
討
し
て

い
る
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
社
会
運
動
の
一

環
と
し
て
、
「
世
界
平
和

の
実
現
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
綱
領

に
も
と
づ
き
、
５
年
に
一

度
の
核
不
拡
散
条
約
再
検

討
会
議
の
開
催
に
合
わ
せ

て
、
「
核
兵
器
廃
絶
１
０

０
０
万
署
名
」
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
よ

り
一
層
の
署
名
活
動
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　第14回中央委員会では、議長を山田剛司さん（総合
サービス部門・すかいらーくグループ労連すかいらーく
労働組合・写真右）、副議長を足利剛平さん（製造産業
部門・クラレグループ労働組合連合会）が務めました。
　当日は、上程された3議案はもとより、中央委員会全
体をつうじ的確かつ円滑にすべての議事を進行し、スム
ーズな運営を行いました。

スムーズに議事を進行スムーズに議事を進行

働
く
者
の
た
め
の
政
策
実
現
に
全
力

働
く
者
の
た
め
の
政
策
実
現
に
全
力

大
幅
な
賃
上
げ
の
流
れ
を
け
ん
引
す
る

大
幅
な
賃
上
げ
の
流
れ
を
け
ん
引
す
る

永
島
会
長
挨
拶

永
島
会
長
挨
拶
要
旨

働
く
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

働
く
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

��
衆
院
選
・
労
働
条
件
闘
争
を
展
開

衆
院
選
・
労
働
条
件
闘
争
を
展
開

2026労働
条 件 闘 争

第 5 1 回
衆 院 選

中央委員会議長団

一
般
報
告

一
般
報
告

働
く
仲
間
の
声
を
反
映
し
、

�

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
運
動
が
さ
ら
に
充
実

年（令和 年） 月 日（木）２０26 ８ １ 22 ―319号 （　）2



【お詫び·再掲】昨年12月18日号４面「介護セミナー」のご案内で、
掲載のQRコード、開催時間、申込締切日に誤りがありました。QRコ
ードをはじめ正しい内容を、改めてご案内いたします。

参加のお申し込みはQRコードから
会場参加：先着10名
Web参加：先着100名

参加登録いただいた後、
参加URLのご案内や資料
のお届けをいたします。

UAゼンセン共済事業局
東京都千代田区九段南4-8-19 CIRCLES＋市ヶ谷駅前 2階
ＴＥＬ:03-3288-3533（平日9:30～17:15）

申 込 締 切
２月８日（日）

＜お問い合わせ・セミナー会場＞

　

第
１
号
議
案
「
２
０
２

６
労
働
条
件
闘
争
方
針
に

つ
い
て
」
は
西
尾
多
聞
書

記
長
が
提
案
し
、
満
場
一

致
で
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
西
尾
書
記
長
は

２
０
２
６
労
働
条
件
闘
争

の
基
本
姿
勢
に
ふ
れ
、「
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
に
は
社
会
を

動
か
す
力
と
と
も
に
責
任

が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

引
き
続
き
賃
上
げ
の
社
会

的
流
れ
を
け
ん
引
す
る
役

　

一
般
報
告
が
承
認
さ
れ

た
後
、
斗
内
利
夫
副
書
記

長
が
第
14
期
上
半
期
会
計

報
告
（
対
象
期
間
は
２
０

２
５
年
７
月
１
日
～
２
０

２
５
年
11
月
30
日
）
を
行

　

第
３
号
議
案
「
特
別
中

っ
た
。

　

続
い
て
平
山
智
子
会
計

監
査
（
マ
ル
エ
ツ
労
働
組

合
）
が
会
計
監
査
報
告
を

実
施
。
こ
の
期
間
の
会
計

報
告
が
す
べ
て
適
正
で
あ

っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報

告
は
と
も
に
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　

中
央
委
員
会
終
了
後
、

第
１
回
中
央
闘
争
委
員
会

を
開
催
。
２
０
２
６
賃
金

闘
争
に
つ
い
て
、
闘
争
機

関
・
委
員
会
や
統
制
委
員

会
の
設
置
、
当
面
の
対
策

や
主
要
日
程
な
ど
を
決
定

し
た
。

　

原
則
、
す
べ
て
の
加
盟

組
合
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
枠
組
み
で
賃
金
闘
争
に

参
加
す
る
。

　

【
闘
争
の
枠
組
み
】
参

加
組
合
は
原
則
、
統
一
賃

上
げ
闘
争
も
し
く
は
、
賃

上
げ
闘
争
に
参
加
す
る
。

　

①
「
統
一
賃
上
げ
闘

争
」
…
指
令
、
統
制
、
妥

結
権
を
中
央
闘
争
委
員
会

に
集
約
す
る
②
「
賃
上
げ

闘
争
」
…
２
０
２
５
労
働

条
件
闘
争
で
賃
上
げ
闘
争

に
参
加
し
た
組
合
は
、
統

一
賃
上
げ
闘
争
へ
の
参
加

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

賃
上
げ
闘
争
に
登
録
す
る

こ
と
を
可
と
す
る
③
統
一

闘
争
、
賃
上
げ
闘
争
以
外

の
賃
金
闘
争
…
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
り
、
５
月

末
を
越
え
て
の
解
決
と
な

る
こ
と
が
明
ら
か
な
組
合

は
「
賃
金
闘
争
」
参
加
と

す
る
。

　

【
要
求
書
の
提
出
】
原

則
２
月
20
日
（
金
）
ま
で
。

　
【
闘
争
グ
ル
ー
プ
区
分
】

２
０
２
６
賃
金
闘
争
に
お

い
て
は
解
決
目
標
日
（
別

掲
）
ご
と
に
Ａ
～
Ｅ
グ
ル

ー
プ
と
す
る
が
、原
則
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
登
録

す
る
。
Ｄ
、
Ｅ
グ
ル
ー
プ

に
登
録
す
る
場
合
は
理
由

を
中
央
闘
争
委
員
会
に
報

告
す
る
。「
賃
上
げ
闘
争
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
統
一

賃
上
げ
闘
争
に
準
ず
る
。

　

「
統
一
賃
上
げ
闘
争
」

「
賃
上
げ
闘
争
」
以
外
の

賃
金
闘
争
参
加
組
合
は
Ｅ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
闘
争
を

進
め
る
。
た
だ
し
、
５
月

末
を
越
え
て
の
解
決
が
明

ら
か
な
組
合
で
も
「
統
一

賃
上
げ
闘
争
」
参
加
へ
の

登
録
が
交
渉
上
効
果
が
あ

る
組
合
は
統
一
賃
上
げ
闘

争
に
登
録
で
き
る
。

　
【
ス
ト
ラ
イ
キ
日
程
】

統
一
賃
上
げ
闘
争
登
録
組

合
は
そ
れ
ぞ
れ
平
和
・
自

主
解
決
へ
向
け
全
力
を
あ

げ
る
が
、
そ
れ
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
登

録
グ
ル
ー
プ
の
闘
争
日
程

に
も
と
づ
き
ス
ト
ラ
イ
キ

権
確
立
投
票
を
実
施
し
ス

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘
争
体

制
を
確
立
す
る
。
ス
ト
ラ

イ
キ
権
の
確
立
投
票
は
、

事
前
を
原
則
と
す
る
が
事

後
対
応
も
可
能
と
す
る
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
ス
ト
権

事
前
確
立
）
第
１
波
３
月

19
日
午
前
10
時
か
ら
24
時

間
ス
ト
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ

（
ス
ト
権
事
前
確
立
）
第

１
波
３
月
26
日
午
前
10
時

か
ら
24
時
間
ス
ト
。

　
【
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
２
０

２
６
賃
金
闘
争
・
政
策
制

度
要
求
実
現 

総
決
起
集

会
】
３
月
５
日
（
木
）
午

後
６
時
30
分
か
ら
「
よ
み

う
り
ホ
ー
ル
」
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
開
催
（
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
）
。

割
を
果
た
し
て
い
く
」
と

強
調
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度

の
地
域
別
最
低
賃
金
は
全

国
平
均
１
１
２
１
円
（
前

年
比
＋
66
円
）
と
賃
金
の

底
上
げ
に
寄
与
し
た
一

方
、
多
く
の
組
合
員
が
改

定
後
の
金
額
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
企

業
内
最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
、
政
府
目
標
の
１
５
０

０
円
達
成
を
見
据
え
た
体

系
的
な
賃
上
げ
を
推
進
し

て
い
く
と
し
、
「
合
わ
せ

て
短
時
間
組
合
員
の
処
遇

改
善
や
中
小
企
業
や
医

療
・
介
護
・
保
育
な
ど
、

公
的
分
野
の
賃
上
げ
支
援

を
強
化
し
、
格
差
是
正
と

持
続
的
賃
上
げ
に
取
り
組

む
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
労
働
時
間
の

短
縮
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
労
使
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
生
産
性
の
向
上
を

は
か
る
と
し
、
「
『
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
』
の
期
間
で
あ

る
２
０
３
２
年
ま
で
に
年

間
総
実
労
働
時
間
１
８
０

０
時
間
を
目
ざ
し
、
年
間

所
定
労
働
時
間
１
９
０
０

時
間
未
満
、
年
間
休
日
１

２
０
日
以
上
を
達
成
す
る

よ
う
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

賃
上
げ
の
実
現
に
つ
い

て
は
統
一
闘
争
が
不
可
欠

と
し
、
「
す
べ
て
の
組
合

が
３
月
中
の
妥
結
を
目
ざ

し
、
交
渉
の
前
倒
し
に
取

り
組
む
」
と
述
べ
た
。

基
本
方
針
を
ふ
ま
え 

要
求
基
準
を
提
起

　

そ
の
後
、
具
体
的
な
闘

争
方
針
を
提
起
し
た
。
概

要
は
次
の
と
お
り
。

　
【
２
０
２
６
賃
金
闘
争
】

「
実
質
賃
金
１
％
程
度
の

上
昇
を
定
着
」
「
短
時
間

組
合
員
の
賃
上
げ
を
加

速
」
な
ど
の
要
求
の
考
え

方
を
ふ
ま
え
て
要
求
基
準

を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

①
正
社
員
組
合
員
＝
ミ

ニ
マ
ム
水
準
未
達
の
場
合

は
、
賃
金
体
系
が
維
持
さ

れ
て
い
る
組
合
は
体
系
維

持
分
に
加
え
４
％
、
賃
金

体
系
が
維
持
さ
れ
て
い
な

い
組
合
は
６
％
に
、
格
差

是
正
分
と
し
て
１
％
程
度

を
加
え
て
要
求
す
る
。
要

求
額
と
し
て
は
、
賃
金
体

系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
組

合
は
体
系
維
持
分
に
加
え

１
万
３
５
０
０
円
、
賃
金

体
系
が
維
持
さ
れ
て
い
な

い
組
合
は
１
万
８
０
０
０

円
に
達
す
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
む
。

　

ミ
ニ
マ
ム
水
準
を
超
え

る
場
合
は
、
実
質
賃
金
の

向
上
と
格
差
是
正
の
必
要

性
を
ふ
ま
え
、
部
門
ご
と

に
要
求
基
準
を
設
定
す

る
。

　

②
短
時
間
組
合
員
＝
制

度
昇
給
分
に
加
え
時
間
額

で
65
円
、
５
％
基
準
、
制

度
昇
給
分
が
明
確
で
な
い

場
合
は
、
制
度
昇
給
分
を

含
め
た
額
で
85
円
、
７
％

基
準
で
引
き
上
げ
る
。
雇

用
形
態
間
格
差
是
正
が
必

要
な
場
合
は
正
社
員
組
合

員
以
上
の
要
求
を
行
う
。

　

企
業
内
最
低
賃
金
は
、

法
定
の
地
域
別
最
低
賃
金

を
１
割
以
上
上
回
る
こ
と

を
原
則
と
し
、
時
間
額
１

５
０
０
円
を
２
０
２
９
年

ま
で
に
達
成
す
る
よ
う
部

門
・
部
会
ご
と
に
計
画
的

に
取
り
組
む
。
２
０
２
６

年
の
要
求
基
準
は
、
月
額

で
は
21
万
３
０
０
０
円
、

時
間
額
は
１
３
０
０
円
以

上
と
す
る
。
法
定
最
低
賃

金
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ

守
と
と
も
に
社
会

的
な
引
き
上
げ
を
促
進
す

る
た
め
に
、
月
額
設
定
の

場
合
も
時
間
額
表
示
を
行

い
、
必
ず
協
定
書
を
締
結

す
る
。
必
要
な
場
合
、
地

域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
合
わ
せ
て
秋
に
も
交

渉
を
行
う
。

　
【
２
０
２
６
年
期
末
一

時
金
闘
争
】
年
間
５
カ
月

を
基
準
に
、
各
部
門
で
設

定
す
る
。
短
時
間
組
合
員

は
、
年
間
２
カ
月
以
上
と

し
、
正
社
員
組
合
員
と
同

視
す
べ
き
短
時
間
組
合
員

は
同
じ
要
求
と
す
る
。

　
【
労
働
時
間
の
短
縮
・
改

善
】
総
実
労
働
時
間
、
所

定
労
働
時
間
、
時
間
外
・

休
日
労
働
時
間
、
年
次
有

給
休
暇
に
つ
い
て
新
た
に

中
間
目
標
を
設
置
す
る
。

２
０
３
２
年
の
目
標
達
成

を
目
ざ
し
、
現
状
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
確
認
し
た
う
え

で
計
画
を
策
定
し
、
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　
【
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
革
新
の

労
使
協
議
の
推
進
】
職
業

人
生
の
長
期
化
と
生
成
Ａ

Ｉ
な
ど
の
技
術
革
新
が
進

む
な
か
で
、
組
合
員
の
雇

用
と
労
働
条
件
を
守
る
た

め
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
・

人
材
育
成
に
関
す
る
労
使

協
議
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
生
産
性
向

上
と
雇
用
・
労
働
条
件
の

維
持
向
上
を
両
立
す
る
た

め
に
、
新
し
い
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
導
入
・
活
用
に
あ

た
っ
て
労
使
協
議
の
徹
底

や
充
実
を
は
か
る
。

　
【
総
合
的
な
労
働
条
件

の
改
善
】
①
退
職
金
（
企

業
年
金
）
改
定
②
労
災
付

加
給
付
改
定
③
定
年
制
度

改
定
（
65
歳
へ
の
延
長
）

④
均
等
・
均
衡
処
遇
の
実

現
と
多
様
な
正
社
員
化
の

推
進
⑤
職
場
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
推
進
⑥
仕
事
と

生
活
の
両
立
支
援
の
推
進

⑦
障
が
い
者
雇
用
の
促
進

⑧
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
の
促
進
⑨
安
全

で
健
康
な
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

　

「
安
全
で
健
康
な
職
場

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
職
場
環
境
の
土

台
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
労
使
で
積
極
的
に
取

り
組
む
。
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
個
人
の
尊
厳
や
人
格
を

不
当
に
傷
つ
け
る
重
大
な

人
権
問
題
と
認
識
し
、
あ

ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

お
け
る
ト
ー
タ
ル
な
対
策

を
整
備
す
る
よ
う
労
使
で

取
り
組
み
を
進
め
る
。

西尾書記長

斗
内
氏

浅
川
氏

髙
井
事
務
局
長

平
山
氏

Ａグループ：３月18日（水）
Ｂグループ：３月25日（水）
Ｃグループ：３月31日（火）
Ｄグループ：５月31日（日）
Ｅグループ：（６月以降）

闘争グループと解決目標日

会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告

会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告

第
３
号

議

案

第
2
号
議
案

統一闘
争組合

第１回
中 闘

が
提
案
し
、
満
場
の
拍
手

で
決
定
さ
れ
た
。

　

▽
浅
川
淳
氏
（
中
央
教

育
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー

長
）

央
執
行
委
員

の
選
出
に
つ

い
て
」
は
永

島
智
子
会
長

参加費無料！　配偶者·親の参加も大歓迎！

介 護 セ ミ ナ ー
2026年２月18日（水）
� 14：00 ～ 16：00

第１部（90分）
「将来に備える！介護の基礎知識」

ニチイ学館 介護福祉士　古田 法美 氏

第２部（30分）
「介護共済の保障内容について」
UAゼンセン共済事業局　関 雅之 部長

２
０
２
６
労
働
条
件
闘
争
方
針
に
つ
い
て

２
０
２
６
労
働
条
件
闘
争
方
針
に
つ
い
て

第
１
号
議
案

賃
金
体
系
維
持
分
に
加
え
て
４
％

賃
金
体
系
維
持
分
に
加
え
て
４
％

��

格
差
是
正
分
１
％
程
度
を
要
求

格
差
是
正
分
１
％
程
度
を
要
求
!!

特
別
中
央
執
行
委
員
の

特
別
中
央
執
行
委
員
の

選
出
に
つ
い
て　

選
出
に
つ
い
て　

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
構
築
す
る

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
構
築
す
る

Ａ
グ
ル
ー
プ
の

Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ヤ
マ
場
は
３
月

ヤ
マ
場
は
３
月
1818
日日

　

第
２
号
議
案
「
介
護
産

業
政
策
に
つ
い
て
」
は
、

髙
井
哲
郎
常
任
中
央
執
行

委
員
（
総
合
サ
ー
ビ
ス
部

門
事
務
局
長
）
が
次
の
と

お
り
、
提
案
し
、
満
場
一

を
見
な
い
速
度
で
高
齢
化

が
進
展
し
、
日
常
生
活
で

介
護
を
必
要
と
す
る
者
が

増
加
し
て
い
る
。

と
く
に
女
性
が
介
護
を
担

っ
て
い
た
が
、
家
族
だ
け

で
の
介
護
は
次
第
に
困
難

に
な
っ
て
い
っ
た
。
自
宅

で
の
介
護
が
困
難
に
な
る

と
、
病
院
に
長
期
入
院
す

さ
ら
に
、
介
護
報
酬
は
公

定
価
格
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
物
価
上
昇
や
人
件
費

の
上
昇
に
対
応
で
き
な
い

た
め
、
介
護
事
業
所
の
経

営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
「
社
会
的
入
院
」
が
増

加
し
、
医
療
保
険
制
度
の

財
政
を
圧
迫
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度

導
入
後
は
、
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
介
護
に
か
か
る
総

費
用
が
急
増
し
て
い
る
。

る
。
一
方
、
介
護
従
事
者

の
賃
金
が
全
産
業
平
均
と

比
較
し
て
低
位
で
あ
る
こ

と
や
介
護
を
理
由
に
仕
事

を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い

「
介
護
離
職
」
の
増
加
も

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

　

介
護
は
、
社
会
全
体
で

支
え
る
べ
き
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
の
一
つ
で
あ
り
、
介

護
に
関
わ
る
す
べ
て
の
当

事
者
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く

（
介
護
産
業
政
策
の
詳
細

は
後
号
で
紹
介
）
。

　

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
実

態
を
ふ
ま
え
、
介
護
産
業

政
策
で
は
、
①
持
続
可
能

な
介
護
保
険
制
度
の
構
築

②
介
護
産
業
の
発
展
③
人

材
確
保
対
策
の
３
つ
の
柱

を
基
本
に
、
あ
る
べ
き
介

護
保
険
制
度
を
構
築
し
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ

致
で
決
定
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
国

で
は
、
世
界
に
類

た
っ
て
維
持
す
る

こ
と
を
目
ざ
し
て

い
る
。

“
介
護
は
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
”

　

介
護
保

険
制
度
の

導
入
以
前

は
、家
族
、

介
護
産
業
政
策
に
つ
い
て

介
護
産
業
政
策
に
つ
い
て

　

川
村　

寛
子
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
共
済
事
業
局
部
長
）
、
昨

年
12
月
21
日
逝
去
。
62
歳
。

【
訂
正
】
昨
年
12
月
18
日
号
１

面
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
記
事
中
に
「
小こ

せ
き關

崇
仁

医
療
・
介
護
・
福
祉
部
会
長
」

と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は

「
小お

ぜ
き關

崇
仁
医
療
・
介
護
・
福

祉
部
会
長
」
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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小選挙区はＵＡゼンセンの基本的考え方に賛同し、政策実現を推進する41名を推薦。比例代表は「国民民主党」を徹底する。小選挙区はＵＡゼンセンの基本的考え方に賛同し、政策実現を推進する41名を推薦。比例代表は「国民民主党」を徹底する。

私達私達のの“声”“声”をを政治政治にに届け届け
勤労者・生活者のための勤労者・生活者のための 政策実現政策実現へへ

UAゼンセン 推薦一覧UAゼンセン 推薦一覧 小選挙区（推薦41名）

（2026年1月22日時点）

※追加の推薦についてはUAゼンセンのホームページをご確認ください。

組織内

重点

準組織内

重点

愛知８区

伴
ば ん

野
の

 豊
ゆ た か

半田市、常滑市、東海市、
知多市、知多郡

滋賀１区

かわい
昭
あ き

成
な り

大津市、高島市

茨城６区 兵庫3区
土浦市、石岡市、つくば市、か
すみがうら市、つくばみらい市

神戸市須磨区・垂水区

46歳・現　無所属 68歳・現　国民民主党

65歳・現　中道改革連合52歳・新　国民民主党

青
あ お や ま

山 大
や ま と

人 向
む こ や ま

山 好
こ う い ち

一

東北ブロック
北陸信越ブロック 九州ブロック

近畿ブロック

中国ブロック

四国ブロック

北関東ブロック

南関東ブロック

東京ブロック

組織外推薦

福岡１区 丸尾　圭祐　　43歳·現　中道
福岡２区 稲富　修二　　55歳·現　中道
福岡３区 仁戸田　元氣　46歳·新　中道
福岡４区 許斐　亮太郎　51歳·現　国民
福岡５区 川元　健一　　46歳·新　国民
福岡６区 近藤　雅彦　　51歳·新　国民
福岡７区 亀田　晃尚　　54歳·新　中道
福岡９区 緒方　林太郎　53歳·現　無所属
福岡10区 城井　崇　　　52歳·現　中道
長崎１区 西岡　秀子　　61歳·現　国民
熊本１区 鎌田　聡　　　61歳·新　中道
宮崎１区 渡辺　創　　　48歳·現　中道
宮崎２区 長友　慎治　　48歳·現　国民
沖縄４区 﨑枝　裕次　　44歳·新　国民

香川２区 玉木　雄一郎　56歳·現　国民

東京20区 大西　健太郎　47歳·新　国民 愛媛１区 石井　智恵　　58歳·現　国民

広島２区 福田　玄　　　44歳·現　国民
広島４区 鍋島　勢理　　34歳·新　国民

京都３区 泉　　健太　　51歳·現　中道
京都６区 山井　和則　　64歳·現　中道
兵庫２区 舩川　治郎　　58歳·新　中道
兵庫11区 中原　立貴　　35歳·新　国民

富山３区 山本　圭太　　41歳·新　国民
石川１区 小竹　凱　　　27歳·現　国民

千葉５区 岡野　純子　　47歳·現　国民

東京２区 鳩山　紀一郎　49歳·現　国民
東京４区 井戸　正枝　　60歳·元　国民
東京13区 森　　洋介　　31歳·現　国民

茨城５区 浅野　哲　　　43歳·現　国民
埼玉２区 細谷　勇人　　36歳·新　国民
埼玉４区 岸田　光広　　58歳·現　国民
埼玉13区 橋本　幹彦　　30歳·現　国民
埼玉14区 鈴木　義弘　　63歳·現　国民

秋田１区 木村　佐知子　39歳·新　国民
秋田３区 村岡　敏英　　65歳·現　国民
山形２区 菊池　大二郎　43歳·現　国民

（　）年（令和 年） 月 日（木）２０26 ８ １ 22 ―319号 ４
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